








時本学非常勤,武 蔵y業 大学教授,武 蔵工業大学長)であ
った.当 時,内 燃機関の研究は盛んで,2サ イクルエン
ジンの熱負荷およびピス トン温度,デ ィーゼルエンジン
のアイ ドリングノック,4サ イクルエンジンのアル ミニ
ウムシリンダーの摩擦磨耗およびオイル消費量の測定,
排気ガス分析などを5号 館の研究室で実験を行っていた。
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ピス トンリングを取 り付けて実験を行っていた.排 気マ






















































た.次 の日から,私 の図書館(現6号 館)通いが始ま り,
熱処理に関する論文の雑誌検索に明け暮れる毎日を送っ










































の追随を許 さないものとなっている.加 熱 と冷却の組合
せ操作による代表的な熱処理として,焼 ならし,焼 なま




























ルを作成 し,冷 却曲線の数値解析と実験結果とを比較 し
て良い一致を得ることができた.一 例として,S45C炭
素鋼,直 径30mmの 水焼入れ冷却曲線の実験結果 と数値




表面 表 面状 態
清浄(真空、無酸素)
酸化(空気中、燃焼炉〉









































るが,特 に,水 焼入れにおいて必要 とされるサブクール
度(水の飽和温度 一水温)が大きい場合の沸騰曲線の文献














最後に,本 文に登場 しなかった多くの先達,機 械工学
科および工学部の諸先生方ならびに本学関係者に日々助
けられて,今 日を迎えることができたことを深 く感謝 し,
紙面を借 りて御礼申し上げる次第です.
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